
北 九 州 市
City of Kitakyushu

北九州市トンネル長寿命化修繕計画

   トンネルの健康管理と治療をすれば…！

トンネルの長寿命化は

省資源型のまちづくりに寄与し、
低炭素社会を推進します。

計画策定担当部署

北九州市 建設局 道路部 道路維持課
E-mail：ken-douroiji@city.kitakyushu.lg.jp
北九州市小倉北区城内1-1
TEL：093-582-2274　FAX：093-582-2792

　お問い合わせは・・・

北九州市のトンネル長寿命化修繕計画の詳細をホームページに掲載しています。
北九州市のホームページhttp://www.city.kitakyushu.jp/の上にある検索ツールで
『道路維持課』を検索し、検索結果の『道路維持課ページ一覧・北九州市』のリンク先で
『トンネル長寿命化修繕計画策定(アセットマネジメント)』を閲覧してください。

　いたみが早いトンネルや古くなったトンネルでも、健康管理と治療を行うことで、
人や車が安全に安心して通行することができる状態を末永く保つことができます。

これからも
よろしく！

　健康管理と費用のやりくりのために、予防保全の管理手法を導入します。
　予防保全とは、下記の効果等を得ることを目的として、トンネルのいたみがひどくなる前の軽い段階で
　補修を行う維持管理手法です。
　　●トンネルの一生で維持にかかるトータルの費用を少なくする。
　　●コンクリートのはがれ落ちによる利用者被害や長期の交通規制を伴う工事等の大きな社会的損失の
        発生の回避

【健康管理と治療の進め方】
　　　健康管理で行う予防は【予防保全工事】
　　　治療は【リニューアル工事】

もっと詳しく知りたいときは…

として計画的に補修・補強工事を実施します。

・  ・  ・
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北九州市には42のトンネルがあり
　(山岳トンネル22，開削トンネル18，山岳・開削混合2）

　30年後には約4割が

   トンネルの健康管理って何？
　人の健康管理と同じように、けがや病気がないか診断します。

　この健康診断が点検で、トンネルごとに健康状態を記したカルテをつくります。
　このカルテをもとに、いたみの進行を予防します。これがトンネルの健康管理です！

一見いたみのない
トンネルでも、
雨や排気ガスが
徐々にしみ込んで…

中のいたみが
ひどくなる前に
メンテナンス！

そこで

   すでに、病気やいたみが
   ひどくなっている
   トンネルは？

・ ・ ・

　放っておくと致命傷になるので、

　　　　　　　　　　　きちんと治療をします。
　ただし、悪くなればなるほど費用がかかり、場合に
　よっては全面改築しなければならないこともあります。

   トンネルの健康管理と治療費のやりくり！

・  ・  ・

   北九州市のトンネルにも高齢化社会がやってくる！

   トンネルを取り巻く環境はきびしい！

トンネルはきびしい自然環境にさらされて
おり、漏水の影響や、地圧や土圧、水圧の
影響も受けます。

歳を取れば

疲れやいたみも出てきます。
 ・トンネル施工時の初期欠陥の進行
 ・鉄筋コンクリート構造で、構造耐久性の低下
    が生じやすい開削トンネルの劣化の進行   等

  トンネルは私たちの大切な財産。しっかり健康管理を！

・  ・  ・

人は痛みがあれば
「痛い」といえますが、
トンネルは声が出せません。

　　　　しっかりと

　　健康管理をすることが大切です！

トンネルの健康管理は、
まず、健康診断から！

トンネルのコンクリートが
落下した事例もあります！

台帳番号 3004＿1 トンネル名 フリガナ 行政区 点検年度 H23年度 前回点検年度 － 次回点検年度 H28年度 最新更新者 更新実施日 H23 .1 0.3 1

所在地 路線種別 路線番号 点検種別 点検方法 診断者 診断実施日 H23 .1 0.3 1
路線名称

交通量(24h)
－

大型車混入率
－ 緊急輸送路指定 ○ 25t指定 － 点検内容 点検業者 点検者

点検実施日
H23. 7. 21

分割区分 車線数 2 迂回路の有無 有 内空断面積(㎡) 48 .3 覆工面積(㎡) 304 6 要因 健全度 計画年度 対策実施

種別 工法 全幅員(m)

延長(m) 16 0 最大スパン長(m) 14 .1 スパ ン数 12 建築限界高（m） 4. 7 車道幅員（m）

竣工年 2 004 供用年数 7 平面線形 R= ∞ 縦断勾配 0.336-6.151％歩道幅員（m）

竣工図の有無
有

設計計算書の有無
有

数量計算書の有無
有

地質調査報告書の有 無
有

補修図書他の有無

壁面種類 躯体（内装なし） 天井種類 躯体（内装なし） 舗装種類 ｱｽﾌ ｧﾙﾄ舗装 1 10 10 0 140

撮影日

種別 実施年度 更新実施日

補修 ・補強 H 19年度 H 23. 10 .31

補修 ・補強 不明 H23. 10 .31

部位 ・部材 損傷種類 対策区分 損傷程度

今回 対策順位1 躯体（頂版） ひび われ A e

前回 対策順位2 躯体（頂版） 漏水・遊離石灰 A e

覆工・躯体 坑門・開口部

－ －

－ －

6 6 －
7 1. 5 －

13 .0 －

－ －

4 9. 5 － 部位・部材 部位・部材

2 4 －
－ － 予 測年 数
－ － 31年
－ － 13年 損傷種類 損傷種類

(残り10mm) 123 － 10年
(残り25mm) 6 3 － 8年

－ － 61年 対策区分 対策区分

更新実施日

導水桶設置

付属施設

内装板

－bB腐食 － － －
付帯設備

(照明、通報装置、非常警報装置、
避難誘導設備、消火設備等）

路肩

坑口
（ 起点側） 内部

H 23

ひ び わ れ ⅢeA
そ の他

（ 初 期欠 陥 等 ）

ひび われ補修

内容

詳細調査適用グループ

道路維持課　朝倉

特 記  事  項

劣  化  損 傷  写  真

代  表 損  傷  の  健  全 度  ラ  ン ク

A A

ひび われ 漏水・遊離石灰

S 005
躯体（頂

版）

S 005
躯体（頂

版）

躯 体 （ 頂 版 ）

Ⅲ
Ⅲ

－

主要部材

中性化深さ(mm)

塩化物含有量(kg/m
3
)

劣化予測適用グループ
圧縮強度(N/mm

2
)

躯体
設計鉄筋被り(mm)

背面空洞の有無・深さ（cm）

実測鉄筋被り(mm)

代  表 損  傷  の  劣  化  予  測 図

－

種別

塩分拡散式による年数

構造別調査結果

中性化
残り年数

静弾性係数(kN /mm
2
)

設計値(ｋN /mm2）

アルカリ骨材反応(%)

最小覆工厚（c m）

－

－ －

工種 更新者

道路維持課　朝倉

健全度

照明

改修・ 補  修  補  強  工  事  履 歴
路面 － － －

e

－－

－

－

その他
(初期欠陥等)

Ⅲ A － －

その他

(初期欠陥等)
Ⅲ －A

うき

－ －

－ － － － －

その他
(初期欠陥等)

Ⅲ

3. 0

躯体（頂版）

主要部材

躯体（側壁）

躯体（側壁）

躯体（頂版）

躯体（頂版）

坑門・ 開口部 開口部

全 景  写  真

江尻 　秀行

道路維持課　朝倉
道路維持課　朝倉

6.5

覆工 （アー チ）
躯体 （頂版 ）

上石田トンネ ル（上 り） カミイシダトンネル（ノボリ） 小倉南区
第 ３種第４級 54 0

開削 1 0.7 5

2_上り線 区分・程度損傷種類

ひびわれ A e
開削工法

部位・部材区分

－

漏水・遊離石灰

ト  ン  ネ ル  諸 元 点  検 結  果  ／ 診  断  結  果  （ 最  新  ）

小倉南区大字上石田

八重洲町上石田 1号線

トンネル点検車

（株）福山コンサルタント

定期点検

近接目視・打音

－

e

－

その他
(初期欠陥等)

A －

B －

－

－

－ －

d

その他
(初期欠陥等)

Ⅲ

－

A －

Ⅰ → Ⅱ

－躯体（側壁）

漏水 ・滞水

－

ひびわれ

－

－ － －

無

躯体 他の要因

Ⅲ

　本トンネルは八重洲町上石田１号線（緊急輸送道路）において、2004年（供用7年）に築造された開削トンネル。S004～S006の目地部に導水桶が設置されており、頂版のひびわれに

はひびわれ補修が行われている箇所もある。　変状概要はスパン全線にわたり、頂版（特に走行車線上）に連続するトンネル軸方向ひびわれ（0.2～0.3mm）が確認される（対策区分
A）。これは、頂板と側壁の剛性が大きく異なり、側壁は変形しにくい形状（頂版長：23m、側壁長9.5m）であり、剛性の高い側壁では変形の追随性がなく固定点になり、その結果、側壁

に近い箇所で温度及び乾燥収縮のひびわれが発生していると考えられる。さらに、ひびわれから錆汁や滴水を伴う遊離石灰も確認され（対策区分A）、ひびわれ補修済みの箇所から
の漏水や遊離石灰、導水桶の損傷による路面への滴水も確認される（対策区分A）。さらにS006からS007にかけて目地部（頂版）の段差（h=10mm）が確認できる。これはS007～S012

の区間とS001～S 006の区間で施工時期が異なり、施工時の支保脱却による段差と考えられ外力による影響の可能性は低いと思われる。よって次回点検時に監視を行う程度でよい
と考えられる（対策区分B）。路面は全体的に健全で変状は認められない（対策区分S）。路肩はコンクリートの温度・乾燥収縮と思われるひびわれが確認される現時点では利用者被

害はなく、耐久性の低下にも繋がらないため監視程度でよいと思われる（対策区分B）。詳細調査は、鉄筋探査とコンクリート強度試験、中性化試験を実施。中性化は鉄筋かぶり66mm

に対して中性化深さは13mmに達しているが鉄筋の残かぶりは問題ない。ただし、中性化速度係数が4.9となるため、中性化速度が速いことに留意する。圧縮試験結果（試験値
49.5N/mm2>設計基準値24N/mm2、φ75）より躯体は健全な状態であり、ひびわれや遊離石灰の原因は材料や施工に起因する損傷と判断した。健全度評価は、主要部材である頂版

の軸方向ひびわれ（対策区分A損傷程度 ）に着目し損傷要因を早期脱型と想定し健全度Ⅲとした 今後の対策としては躯体のひびわれは将来的に鉄筋の腐食や漏水遊離石灰

総合判定
(対策区分)

診 　断　結　果

総合判定
(健全度 )

y=-0 .00 106x＾ 2+5

Ⅲ

－

うき

設計基準強度(N/mm
2
）

その他－ － － B

d

e設計巻厚（アーチ・側壁・インバート）（cm）
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覆工 （側壁 ）
躯体 （側壁 ）
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トンネルの健康を
診断してカルテを作成

中の鉄筋まで
いたんで
しまいます

あっ！
サビ発見！

ｺﾝｸﾘｰﾄが
はがれそう

・ ・ ・
・ ・ ・

大きな手術と同じで
費用もかかるよ治療：

いたんだ箇所の
補修や補強

50年以上経ったトンネルの数と割合

出典：道路ﾄﾝﾈﾙ変状対策工ﾏﾆｭｱﾙ(案)
独立行政法人土木研究所

トンネルが声を出すのは
崩れ落ちるとき！

山岳トンネル：
　岩盤等の地山を掘削して
　建設されたトンネル

開削トンネル：
　地盤中に鉄筋コンクリート等で
　構築された構造物を埋めて
　建設されたトンネル

築50年以上となります。
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しっかり計画を立てて上手に健康管理をしないと、一時的に治療の費用が集中します。
また結果として費用がかさみ、十分な健康管理と治療ができなくなります。
長寿命化修繕計画で、健康管理と治療費のやりくりを行うと下記の効果が期待できます。
　 ・道路交通の安全性・信頼性の確保
　 ・コンクリートの剥落等による利用者被害の回避
　 ・長期の交通規制を伴う工事などの大きな社会的損失発生の回避
　 ・年間予算のばらつきや過度なピークの発生の回避（維持管理費の予算の平準化）
　 ・鉄筋コンクリート構造で、構造耐久性の低下が生じやすい開削トンネルの維持管理トータルコストの縮減

開削トンネル（全20箇所）における費用の比較結果
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上手に
やりくりすると
約50％の費用が
削減できます。

100年後現在

悪くなってからの
治療では、一時的に
費用が集中します。

初めの10年間は集中的に
治療を行い、以降は
費用を少なくします。

■赤：悪くなってから改修を行う
場合の費用

■青：健康管理をメインにした
場合の費用

約177億円

約90億円

▲87億円
（約50％縮減)
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